
日時： 2008年１月１6日（水）１３時1０分～１７時

会場： 奈良女子大学理学部・G202講義室（G棟2階）
13:10-13:15 挨拶

　　　　　　大学院教育プログラム推進委員会委員長・岩渕修一

13:15-14:10「臨床研究における欠測データへの対応」

　　　　　　嘉田晃子氏（国立循環器病センター研究所病因部・研究員）
14:25-15:20「量子情報処理の壁とその乗り越え方」
　　　　　　村尾美緒氏（東京大学大学院理学系研究科・准教授）

15:35-16:30「The role of the round spheres」

　　　　　　Hui Ma氏（Tsinghua University, P. R. China, 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Associate Professor）

16:30-17:00 学生から講師へのインタビュー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

博士前期課程（数学専攻，物理科学専攻，情報科学専攻）の「女性先端科学者セミナーII」の受講生の聴講は必須です．
問い合わせ先：「女性先端科学者セミナーII」授業世話人

　　　小磯（数学専攻），肥山（物理科学専攻），村松（情報科学専攻）

「女性先端科学者セミナーII」シンポジウム(2008.1.16)・講演予稿

[1] 嘉田晃子氏「臨床研究における欠測データへの対応」
　臨床研究では、さまざまな原因で評価したい変数に欠測が生じる。欠測データによるバイアスを防ぐために、欠測メカニズムに応じた解析が必要となる。医薬品開発や治療診断法確立のための臨床研究における欠測データへの対応について紹介する。
[2] 村尾美緒氏「量子情報処理の壁とその乗り越え方」
　量子情報処理は、量子力学的な状態で表される量子情報（量子ビット）を用いて、古典力学的な情報（ビット）を用いた通常の情報処理では不可能・不得意な情報処理の実行を目指すものであり、量子計算・量子暗号・量子通信などが提案されている。量子情報に関する研究は1990年代に入ってから大きく発展してきたものであり、物理学・情報科学の中でも新しい研究分野である。現在までに、因数分解アルゴリズムなど、古典計算能力を大きく超えた量子計算アルゴリズムが提案されており、また、量子暗号の一つである量子鍵配布プロトコルは、既に実用化の段階にある。量子通信としては、10年ほど前に量子テレポーテーション実験に成功しており、現在は、多者間量子通信への研究が進んでいる。一方、「量子情報処理によって、何ができるのか？」「量子情報処理を優位にする本質は何なのか？」「どのようなハードウェアおよびソフトウェアの開発が可能であるのか？」など、未解明な点も多い。最近では、量子計算機は何でも解ける夢の計算機ではないこともわかってきた。そこで、本講演では、量子情報処理をする際に「壁」となるいくつかの点を明らかにし、それらの壁をどのように乗り越えていくか、ということについて、量子情報の最近の発展や、我々の最新の成果を交えてお話する予定である。

　　　　　　

[3] Hui Ma氏「The role of the round spheres」
　We will firstly review the definitions of the Gauss curvature and  the mean curvature of surfaces in the 3-dimensional Euclidean space. After  that, we will pose our question: what is the shape of the compact surface  with constant mean curvature? Then we will shortly recall the history of  results of the above question and stress the important role of the round  sphere. Finally, we will present Montiel and Ros's relatively elementary  proof to Alexandrov's theorem, one of the most beautiful theorems of  classical differential geometry.
魅力ある大学院教育　イニシアティブ　


「先端科学技術の芽を生み出す女性研究者育成」　
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